
別紙 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 福島県 】 

学校名【 田村市立大越小学校 】 

１実践テーマ 
Ⅰ ･ Ⅱ ･ ○Ⅲ  ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可） 

 

２実施対象者 

 

（学年･人数） 

 
 
第5学年24名・第6学年29名  計 53名 （指導者 3名） 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動次の５つの中から選択し○をつけてください【複数選択可】 

① 教科名（ 総合的な学習の時間 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 
ハンディキャップを乗り越えて強く生きているスポーツ選手との交流を通
して、互いに尊重し合うことの大切さ、誰もが安心して生きていける社会
の実現について考え、よりよい社会を構成する一員としての心構えを持つ
ことができる。 
 

５ 取組内容  
○車椅子バスケットボール体験授業の実施 
 講師：車椅子バスケットボール日本代表強化指定選手 
    豊島 英（とよしま あきら）選手 
 
1 車椅子バスケットボール体験 
 ○ 児童が、椅子に座った状態で、バスケットボールのパスやシュート

体験をした。上半身のみで動作することが非常に困難であることを体
験した。当たり前のように車椅子でプレイをする豊島選手を見て、ほと
んどの児童がパラリンピックへの興味・関心を高めていた。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 
2 講話 
 ○ 豊島選手の生い立ちや、障害者スポーツとの出会い、人生観などに

ついての講話をいただいた。児童一人一人が真剣に聞いていた。講話
後に、児童から「健常者でもパラスポーツに参加できるのか」という
質問が出た。大会によっては参加可能だという回答だった。パラスポ
ーツへの興味・関心の高まりが表れた質問だった。 

 

６ 主な成果 

 

 
○ ハンディキャップを乗り越えて努力しているスポーツ選手との交流を
通して、障がいに対する理解やその中での努力の様子が分かり、互いに
尊重したりよりよい社会を作ろうとしたりする意欲が高まった。 

○ 日本を代表するスポーツ選手との交流を通して、児童は次のような精
神を学んだ。 
・目標を持つこと。また、目標に向かって努力すること。 
・自分を応援してくれる周囲の人々への、感謝の気持ちを忘れないこと。 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

 
○ 今年度講師に招いた豊島選手は、昨年度招待する予定だった。本人の
体調不良のため実現できなかったが、児童は既に調べ学習を実施し、競
技用車椅子も事前手配していたため、現在の6年生は車椅子体験も事前
にしていた。今年度も豊島選手に依頼したことで、学習のつながりを持
たせることができた。 

８主な課題等  
○ 新型コロナウイルス感染症対策をしながら実施しなければならず、体
験学習自体実施が危ぶまれた。差し迫ってから日程が決まったため、希
望していた車椅子体験に必要な競技用車椅子を手配することができな
かった。 

○ 高まってきた意欲や実践力を、今後も維持･発展させていかなければな
らない。 

９来年度以降の

実施予定 

 
○ オリンピック･パラリンピック教育について、引き続き総合的な学習の
時間に学習材として取り入れたい。特に、これまであまり児童が出会う
機会の少なかったパラリンピックについて、競技のルールや選手のプロ
フィール等に出会わせるなどして、学校教育の様々な場面でオリンピッ
ク･パラリンピックの理念について指導を続けていきたい。 

 

 


